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砂みんなで守ろう地球の環境。E月は環境月閣です。

世界遺産 雪国犬社 (中門)
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。冷首 冷涜庫の温度・理そし臨めすぎと注Rしま
しょう.

4調理
。タ才ル吋ぞ雪山即清潔日開闘し まめ

に交煎しましょう.
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.C.う.冷Z貴闘1i';J.l"繰り返すの"危険忽のでや
めまし.う目

。時晴開駒田使った後すぐに滋剤と流水

でよく挽いましょう.包T 愈O..忽飯忽ど惨
音色った後鯛ぞ仰ふきん掃白剤に-，凹:地

むと治事効果がありま宮.たわしゃスポン;Jtd 煮

沸すればより雪安全で..
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1食晶の購入時
。.隊婦槻窓ど麿櫨留し、新鯵忽句ぞ鵬スしましよう

。買し吻を し"らできるた'11恩く帰り 冷磁庫に入れ

捜しょう

同

• 

6残った食品
。残った食劃率きれし噂食器を使って佼伊し 守く冷

えるように，凱沼署に分けて保存しましよう.

。濁め置す阿もす分に加楓しましょう.

。時間，.鐙ち週ぎたり 引っとでもあやしし1と恩っ

目食ベ?に鎗でまし"

5食事
。開時で濁2駒 田 を使い 制時震に盛り

τ市まし"ヨ
。貨制四時〈保存レ刊しゅ2同ん

-
-
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